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よさの人Vol.9
７
月
の
「
第
16
回
京
都
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
」
の
Ｍ
40
ク
ラ
ス
（
男
子

40
〜
44
歳
）
60
ｍ
で
日
本
記
録
（
７
秒
31
）

を
樹
立
し
た
須
川
好
教
さ
ん
を
、今
回
の「
よ

さ
の
人
」
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。

日
本
記
録
樹
立
後
の
取
材
で
語
っ
た
「
全

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
で
優
勝
」
と
の
言
葉
ど
お

り
、
「
第
29
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競

技
選
手
権
宮
崎
大
会
」（
９
月
26
日
〜
28
日
・

宮
崎
県
宮
崎
市
）
の
同
ク
ラ
ス
60
ｍ
で
日
本

記
録
（
７
秒
31
）、２
０
０
ｍ
で
大
会
新
（
22

秒
83
）
を
マ
ー
ク
し
て
２
種
目
を
制
し
、
１

０
０
ｍ
は
３
位
に
入
っ
た
。

初
日
の
２
０
０
ｍ
は
、「
絶
対
に
勝
つ
」
と

心
に
決
め
臨
ん
だ
レ
ー
ス
。
そ
れ
は
、
日
本

記
録
保
持
者
で
も
あ
る
ラ
イ
バ
ル
を
意
識
し

た
も
の
で
、「
今
回
の
２
０
０
ｍ
は
久
し
ぶ
り

に
気
合
が
入
っ
た
」
と
須
川
さ
ん
。
結
果
、

０
秒
18
差
で
ラ
イ
バ
ル
を
振
り
切
り
、
目
標

の
23
秒
切
り
も
果
た
し
、
大
会
新
を
樹
立

（
写
真
）。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
翌
日
行
わ
れ

た
60
ｍ
で
は
日※

　

本
タ
イ
記
録
を
マ
ー
ク
し
、

２
種
目
制
覇
の
偉
業
を
達
成
し
た
。

今
で
は
町
を
代
表
す
る
短
距
離
選
手
と
し

て
知
ら
れ
る
須
川
さ
ん
だ
が
、
陸
上
を
始
め

た
の
は
、
意
外
に
も
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
。

「
高
校
時
代
は
野
球
を
や
っ
て
い
た
。
旧

野
田
川
町
で
行
わ
れ
て
い
た
町
民
運
動
会
が

き
っ
か
け
で
、
20
歳
の
頃
本
格
的
に
走
り
始

め
た
。
町
民
運
動
会
が
な
か
っ
た
ら
こ
こ
ま

で
走
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
」

以
降
、
府
民
総
体
や
京
都
選
手
権
な
ど
数

々
の
大
会
で
活
躍
。
35
歳
か
ら
は
マ
ス
タ
ー

ズ
の
大
会
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
数
々

の
優
勝
を
重
ね
、
昨
年
度
は
「
京
都
府
ス
ポ

ー
ツ
賞
・
マ
ス
タ
ー
ズ
賞
」
を
受
賞
し
た
。

30
歳
に
な
っ
て
か
ら
記
録
が
伸
び
た
と
い

う
そ
の
秘
訣
は
、
何
と
い
っ
て
も
日
々
の
絶

え
間
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。「
ま
だ
自
分
に
足

り
な
い
も
の
は
な
い
か
」
と
考
え
な
が
ら
、

週
に
５
日
か
ら
６
日
、
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出
場

す
る
選
手
や
中
学
３
年
の
息
子
の
同
級
生
と

イ
ン
タ
ー
バ
ル
走
な
ど
で
約
１
時
間
汗
を
流

す
の
が
日
課
。
冬
場
は
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝

で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
森
林
公
園
で
の
坂
道

ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
独
自
の
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
体
を
鍛
え
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
る
と

い
う
。

「
１
年
１
年
が
勝
負
。
35
歳
を
超
え
て
か

ら
の
方
が
陸
上
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ
て
き

た
」
と
い
う
須
川
さ
ん
。
今
後
の
目
標
を
た

ず
ね
る
と
、「
２
０
０
ｍ
（
同
ク
ラ
ス
）
の
日

本
記
録（
22
秒
57
）。
か
な
り
大
き
な
目
標
だ

が
、
何
と
か
や
ぶ
り
た
い
」
と
力
強
く
語
っ

て
く
れ
た
。
き
っ
と
近
い
将
来
、
そ
の
努
力

が
実
を
結
ぶ
日
が
く
る
に
ち
が
い
な
い
。

全日本マスターズ陸上60m・200m優勝

須川好教さん
努力でつかんだナンバーワン

すがわ よしのり 昭和43年生まれ。四辻在住。野
田川クラブ所属。60m・７秒31、100m・11秒1、
200m・22秒57の自己ベストは、いずれも30歳を
超えてからマークしたもの（写真：須川さん提供）

※マスターズの日本記録は年２回（３月末・8月末現在）

公認。８月末現在では記録は更新されているが、全日本

マスターズは３月末現在の記録を基準としているため、

日本記録と表記。

水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあいのまち

Y O S A N O広報よさの

特集

スポーツの秋。
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第１回与謝野町駅伝競走大会
（10月５日撮影）
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。

特
集よ

さ
の
人
が

各
地
で
熱
戦
を
展
開
！

暑
い
夏
が
終
わ
り
を
つ
げ
、
い
よ
い
よ
秋
も
深
ま
っ
て

き
ま
し
た
。「
読
書
の
秋
」「
芸
術
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」
…

と
、
い
ろ
ん
な
秋
が
あ
り
ま
す
が
、
今
月
号
で
は

与
謝
野
町
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
熱
戦
の
結
果
と

夏
に
続
く
中
高
生
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

三
百
九
十
五
人
が

熱
戦
を
展
開

「
第
三
回
与
謝
地
方
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
」
が
十
月
十
二
日
、
今
年
は

伊
根
町
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
与
謝
野
町
か
ら
は
競
技
ご

と
に
、
旧
町
単
位
、
選
抜
チ
ー
ム
な

ど
で
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
三
百
九

十
五
人
の
選
手
が
参
加
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

与
謝
野
町
の
成
績
と
、
今
年
か
ら

設
け
ら
れ
た
最
優
秀
選
手
は
以
下
の

と
お
り
（
各
競
技
の
最
上
位
チ
ー
ム

の
順
位
の
み
掲
載
。
敬
称
略
）。

第３回与謝地方スポーツ交流大会

●成績

ソフトボール

成年：優勝（加悦）

壮年：優勝（加悦）

シニア：優勝（岩滝）

女子：２位（岩滝）

野球 優勝（加悦）

バスケットボール

男子：３位

女子：優勝

ソフトテニス

２位（岩滝）

テニス 優勝

卓球 ２位（岩滝）

ゲートボール

男子：４位

女子：３位

サッカー 優勝

剣道 ２位

弓道 ２位（岩滝Ｃ）

ボウリング 優勝（岩滝）

グラウンドゴルフ

優勝（野田川）

●最優秀選手

ソフトボール

成年：相浦　亮樹（加悦）

壮年：松井　栄治（加悦）

シニア：永浜　光彦（岩滝）

野球

赤西　和康（加悦）

弓道

河嶋俊二郎（野田川）

ボウリング

松尾　康信（野田川）

グラウンドゴルフ

山口　博己（岩滝）

上／ソフトボール

は宮津市民グラウ

ンドで開催　右／

ダブルスを戦う与

謝野町チーム（右）

市
場
チ
ー
ム
が

初
代
優
勝
の
栄
冠
に
！

「
第
一
回
与
謝
野
町
駅
伝
競
走
大
会
」
（
町

体
協
主
催
）
が
十
月
五
日
、
石
川
小
学
校
を
ス

タ
ー
ト
、
与
謝
野
町
役
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
町

内
周
回
コ
ー
ス
（
総
距
離
二
六
・
八
㌔
、
十
六

区
間
）
で
行
わ
れ
、
各
小
学
校
区
か
ら
八
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

時
折
り
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、

選
手
は
沿
道
の
声
援
を
背
に
熱
戦
を
展
開
。
二

区
で
先
頭
に
立
っ
た
市
場
チ
ー
ム
が
、
そ
の
後

首
位
の
座
を
明
け
渡
す
こ
と
な
く
た
す
き
を
つ

な
ぎ
、
初
代
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

順
位
と
区
間
賞
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

第１回与謝野町駅伝競走大会第63回国民体育大会（大分国体）・第39回ジュニアオリンピック陸上競技大会

●チーム順位

優勝 市場

２位 加悦

３位 与謝

４位 山田

５位 石川

６位 岩滝

７位 三河内

８位 桑飼

●区間賞

１区 西田龍之介（与謝）

２区 平井　　勝（市場）

３区 山本　泰典（加悦）

４区 小谷　亜未（山田）

５区 藤原　孝一（三河内）

６区 中西　裕一（石川）

７区 平井　琴加（市場）

８区 大江　雄登（加悦）

９区 和田　武巳（与謝）

10区 吉田　雅広（市場）

11区 田中樹希耶（岩滝）

12区 白数　正文（山田）

13区 岩谷みちる（加悦）

〃 田村　美希（石川）

14区 一色　恭志（岩滝）

15区 鈴木亜弥子（加悦）

16区 井上　敦至（岩滝）

上
／
ゴ
ー
ル
前
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー

ト
に
沿
道
も
大
声
援
　
右
下
／

第
十
一
中
継
所
（
四
辻
公
民
館
）

左
下
／
第
四
中
継
所
（
金
屋
公

民
館
）

優勝した市場の選手とスタッフの皆さん

町内の中高生が夏に続いて、秋の全国大会でも大活躍をしました。「第63回国民体育大会（大分国体）」の陸上

競技（10/3～7・大分市）には、伊達愛美さん（江陽中３年）と濱野美涼さん（加悦谷高２年）が、ウエイトリ

フティング競技（10/4～6・国東市）には、坂本文弥君（加悦谷高３年）と小林克己君（同）が出場。また、「第

39回ジュニアオリンピック陸上競技大会」（10/24～26・横浜市）には、伊達愛美さんと中村有希さん（橋立中１

年）、嶋 成次君（同３年）が出場しました。その結果と大会を終えた皆さんの声を紹介します（以下敬称略）。

中学生の活躍

高校生の活躍

伊
だ

達
て

愛
ま な

美
み

（江陽中３年）

［大分国体］少年女子Ｂ100m出場／成年少年女子共通４×100mリレー８位入賞

［ジュニアオリンピック］Ａ女子200m４位／ＡＢＣ女子共通４×100mリレー出場

国体100m準決勝。「慎重になった」と２回目となったスタートで出遅れ、惜しく

も決勝進出を逃しましたが、京都代表の1走を務めたリレーでは、13年ぶりの決勝進出の立役者

に。また、ジュニアオリンピックの200mは準決勝で１位のタイム（25秒31）をマーク。「優勝を

意識して硬くなった」というものの、見事４位でゴール。高校進学後も陸上を続ける伊達さん。

「まずは自己ベストを出し、全国で上位を争える選手になりたい」と抱負を語ってくれました。

濱
は ま

野
の

美
み

涼
す ず

（加悦谷高２年）

［大分国体］少年女子共通やり投げ11位

バレーボールから陸上へ転向して約１年あまりで手にした、初の全国大会への切符。

「京都の代表として出る大会なので不安もあった」とのことですが、競技では44ｍ

46を投げ、自己ベストを更新。惜しくも入賞は逃しましたが、「自分よりレベルの高い人と戦うことが

でき楽しかった。技術もあるが、筋肉の付き方が違った」と課題が見つかったといいます。「冬のトレ

ーニングで筋力をつけて、インターハイで上位に入る力をつけたい」と次の目標を話してくれました。

島
し ま

■
さ き

成
せ い

次
じ

（橋立中３年）

［ジュニアオリンピック］

ＡＢＣ男子共通４×100mリレー出場

個人種目でジュニアオリンピックの出場

を目指していた嶋 君でしたが、足の故障で予選会を欠

場。しかし、夏の府大会１位、全国大会出場などの実績が

買われ、京都代表のリレーメンバーに選抜されました。

レースでは２走を務め、準決勝まで進出。「決勝進出を逃

し悔しかったが、３年間陸上をやってきて、精神面やリレ

ーでのチームワークなどを学ぶことができ、成長できた」

と嶋 君。高校進学後は陸上競技を離れ、野球の道に進

むとのことですが、新しい舞台での活躍にも注目です。

中
な か

村
む ら

有
ゆ う

希
き

（橋立中１年）

［ジュニアオリンピック］

Ｃ女子100mハードル６位入賞

夏に続き、１年生で２度目の全国の舞台

となるジュニアオリンピックでしたが、大会２週間前に

肉離れを起こし、出場が危ぶまれていた中村さん。十分

な練習ができていなかったため、「決勝には『行けたらい

いな』くらいに考えていた」といいながらも、予選、準

決勝を突破し、見事６位入賞を果たしました。「練習でき

ていない中で、この結果が残せてよかった。スタートが遅

いので、一つ目のハードルまで速くいけるよう課題を克

服して、来年も入賞したい」と力強く話してくれました。

坂
さ か

本
も と

文
ふ み

弥
や

（加悦谷高３年）

［大分国体］少年男子85kg級

スナッチ優勝、ジャーク３位、総合２位

苦手のジャークで挙げた141kgは、試合

で初めて成功した重量。得意のスナッチは、選抜大会、イ

ンターハイに続いての優勝を飾りました。「インターハイ

のときより重い重量が扱えたので楽しくできた。インター

ハイより順位が上がってよかった」と笑顔を見せてくれ

た坂本君。高校入学後に始めたウエイトリフティング競技

ですが、今大会で競技人生を終え、進学後は別の道に。引

退試合となった大会を振り返り、「３年分の力が出し切れ

た」と話す坂本君は、充実した表情を浮かべていました。

小林
こ ば や し

克
か つ

己
き

（加悦谷高３年）

［大分国体］少年男子94kg級

スナッチ優勝、ジャーク２位、総合２位

スナッチは優勝、しかし、ジャークは失

敗もあって２位に終わり、「自分の力が出せなかった。イ

ンターハイで負けた選手にジャークで勝ちたかった」と

悔しさをにじませた小林君。この悔しさをバネに、高校

生活の残る３試合では「高校記録を狙う」と力強く宣言。

大学進学後も競技を続ける小林君は、「加悦高に来たと

きの目標が『全国で勝つ』こと。２年の時は無理と思っ

ていたが３年で達成できた」と３年間を振り返り、「大

学でも日本一を目指したい」と抱負を語ってくれました。
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まちの　　　 お届けします話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題
●高齢者交通安全大会

四辻区有志の
「ザ・八幡」が
団体の部で優勝

「高齢者交通安全大会（北部大会）」が10月19日、舞鶴自動車学校で開催

され、府北部各警察署管内から出場した5チーム（35人）が、学科テストと

安全運転テスト（自動車・自転車）の２種目３競技の総合得点で団体の部を

争い、四辻区の65才以上の有志チーム「ザ・八幡」が見事優勝を果たし、各

部に設けられた最優秀賞（自転車）に須
す

川
がわ

政
まさ

教
のり

さんが輝きました。

７人のメンバーは１ヵ月間、四辻公民館で自転車訓練を行い、学科テストに

向けては宮津警察署指導のもと猛勉強。また、自動車訓練に訪れた教習所で

は教官から多数の指摘を受け、その項目を洗い出して毎日の運転の中で気を

つけたといいます。「優勝は練習の賜物で、一致団結できた」と大会を振り返

る増
ます

田
だ

乙
おと

久
ひさ

さん。四辻区が高齢者交通事故防止モデル地区ということもあり

「これが高齢者の事故防止を考えるきっかけになれば」と話してくれました。

胸にメダルが輝く「ザ・八
幡」の皆さん。前列左から
加畑進一郎さん、増田乙久
さん、須川政教さん、横井
千助さん、多賀野博さん、
後列左から西垣正敏さん、
松本武志さん
（写真：「ザ・八幡」提供）

●与謝野町敬老会

いつまでもお元気で
「与謝野町敬老会」が、９月27

日は野田川、10月３日は岩滝、10

月４日は加悦の各地域で、今年も盛

大に開催されました。今年の敬老会

対象者は4,490人（男：1,659人・

女：2,831人）で、３会場合わせて

900人を超える方が参加しました。

各会場では、米寿の祝い品の贈呈

などが行われた後、敬老のお祝いに

駆けつけた園児らのステージショー

や小学生の作文などが発表され、そ

のかわいい演技や心のこもった作文

に参加者は目を細め、楽しいひとと

きを過ごしていました。

●KYOのあけぼの大学地域講座

男女共同参画社会を学ぶ
男女共同参画社会の実現を目指す

与謝野町と京都府による「KYOのあ

けぼの大学」地域講座が10月15日、

知遊館で行われました。

この講座は、男女共同参画の視点

を様々なテーマから学ぶもので、府

内各地域で行われています。与謝野

町会場では、小
こ

芝
しば

ルリ子さん（「役

に立つ夫会」主宰、絵本作家、ハー

ブの家オーナー）が、「エンジョ

イ！自立人生」をテーマに講演。ワ

ーク・ライフ・バランスや自立人生

の楽しみ方などの話に参加者は聞き

入っていました。

●スポーツフェスタよさの2008

スポーツの秋を満喫
スポーツの楽しさを広め、スポー

ツ交流の輪を広げることを目的に

「スポーツフェスタよさの2008」が

10月13日、岩滝体育館と岩滝グラ

ウンドで開催されました。

午前は、ストラックアウトやペタ

ビンゴなど年齢や体力に関係なく楽

しめる７種目のニュースポーツを行

う「ニュースポーツ番付」を実施。

午後からは「卓球バレー」や「三世

代グランウンドゴルフ」などのニュ

ースポーツ大会が行われ、参加者は、

秋晴れの空のもと、心地よい汗を流

し楽しんでいました。

●中国教職員招へいプログラム

中国の教職員が訪問
中国の教職員を日本に招待し、教

育システムや文化を学んでもらおう

と、ユネスコ・アジア文化センター

による国際交流事業「中国教職員招

へいプログラム」が10月19日から

23日まで実施され、その訪問先に

選ばれた与謝野町では、町内の小・

中学校や旧尾藤家住宅、古墳公園、

江山文庫などを訪れました。

小・中学校では、授業の見学や給

食の試食を通して子どもたちや教職

員と交流を深め、視察を終えた一行

からは「児童らの明るく意欲的な姿

が印象的」との感想が聞かれました。

岩
滝
会
場
の
様
子

給
食
を
試
食
し
児
童
と
交
流
を
深
め
ま
し
た

絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
小
芝
さ
ん
（
右
）

フ
リ
ス
ビ
ー
で
的
を
射
抜
く
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

●お米の収穫祭

自分たちが植えた米を収穫
野田川地域の農家グループ「ビッ

グファーマー野田川」の主催による

秋の恒例行事「お米の収穫祭」が

10月12日、野田川わーくぱる前の

田んぼで開催され、同グループの米

の消費者である京阪神地域の親子連

れや町内の小学生など140人の参加

者でにぎわいました。

６月の「田植え祭」で植えた稲を

収穫するこの催し。稲刈り体験を楽

しんだ後は、餅つきなどが行われ、

つきたての餅やぜんざいなどに舌鼓

を打ち、参加者は実りの秋を満喫し

ていました。

●地域安全パレード

安心･安全のまちを目指して
全国地域安全運動期間（10月11

日～20日）中の10月19日、与謝野

町防犯推進協議会の主催で「与謝野

町地域安全パレード」が加悦地域で

行われました。

今年のパレードは、同日開催の

「ちりめん街道まるごとミュージア

ム」の会場を通るコースが設定され、

京都府警察本部音楽隊、カラーガー

ド隊、平安騎馬隊がパレードを先導

し、防犯委員らが地域安全の広報啓

発を行いました。その後、乗馬体験

や警察犬ふれあい体験なども行わ

れ、多くの人でにぎわいました。

●文化・工芸の里合同作品展

芸術の秋を堪能しました
昨年までの「工芸の里秋季フェア」

から装いも新たに「与謝野町文化・

工芸の里合同作品展」が10月26日

に開催され、里内でパン工房を開設

する野田川共同作業所が今年初めて

参加しました。

文化・工芸の里には、木工、彫金、

陶芸など、さまざまな手工芸職人が

集い、日ごろは独自の創作活動に励

んでいますが、この日は各工房を一

般開放。訪れた人たちは、展示され

た作品や作家との交流を通してその

世界観に魅了され、芸術の秋を楽し

んでいました。

絵
画
を
鑑
賞
す
る
来
場
者

鎌
で
稲
を
刈
り
取
る
参
加
者

ち
り
め
ん
街
道
を
通
る
騎
馬
隊

●石川保育所さつまいも掘り

大きなおいもがとれたよ
収穫の秋を迎え、町内の保育所

（園）ではさつまいも掘りが行われ

ました。10月15日には、石川保育

所の園児たちが、自分たちで春に植

えたさつまいもを収穫。次から次と

出てくるさつまいもに歓声をあげて

いました。 ●ちりめん街道まるごとミュージアム

往時にタイムスリップ
国の重要伝統的建造物群保存地区

の選定を受けているちりめん街道で

10月19日、「ちりめん街道まるごと

ミュージアム」が開催されました。

街道を歩くと、着物姿の人が行き

交い、ちりめん小物や特産品を展

示・販売する「街道市」が軒を連ね、

かつてのちりめん街道のにぎわいを

彷彿させました。

また、前夜祭として17日と18日

には街道沿いの家の軒先に行灯がゆ

らぎ、18日には「癒しの街道コン

サート」から流れる美しい琴の調べ

が街道に響き渡っていました。

●大内峠紅葉まつり

一足早い紅葉狩り
天橋立を横一文字に望む絶景地、

大内峠一字観公園を会場に10月26

日、「第21回大内峠紅葉まつり」が

開催されました。

自慢の紅葉が色づくにはあと一息

というところでしたが、峠のふもと

からは山頂を目指すハイカーの姿も

見られ、会場では各種バザー、カラ

オケ大会、輪投げ大会、俳句展、ボ

ケ封じ祈祷など、さまざまな催しが

行われました。訪れた人たちは、肌

寒さを吹き飛ばす絶景に目を奪わ

れ、子どもたちは公園内を元気に走

り回っていました。

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
う
会
場

大
き
な
さ
つ
ま
い
も
を
掘
り
当
て
笑
顔
を
見
せ
る
園
児

着
物
姿
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
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シリーズ

男女共同参画
第８回

あ
な
た
の

大
切
な
人
を

暴
力
か
ら

守
る
た
め
に

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（D

om
estic

V
iolen

ce

）」

と
い
う
用
語
は
、
し
ば
し
ば
「
Ｄ
Ｖ
」
と
略
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
直
訳
す
る
と
、「
家
庭

内
の
暴
力
」
で
す
が
、「
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、

ま
た
は
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
、
多
く
の
場
合
女
性
で
す
。「
暴
力
」
と
い
う
と
、

殴
る
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
を
考
え
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
暴
力
や
性
的
暴
力
と
い
っ
た
形
態
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
暴
力
は
単
独
で
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
、
そ
れ
ら

が
複
雑
に
重
な
り
合
っ
て
女
性
の
心
と
身
体
を
傷
つ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
は
外
部
か
ら
の
発
見
が
困
難
な
場
所
で
行
わ
れ
る
た

め
、
周
囲
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
被
害

が
深
刻
化
し
や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｄ
Ｖ

を
受
け
て
い
る
女
性
は
、
恐
怖
や
無
力
感
に
さ
い
な
ま
れ
、
心
身
に

大
き
な
傷
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
次

の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
が
Ｄ
Ｖ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

■
身
体
的
暴
力

殴
る
、
蹴
る
、
物
を
投
げ
つ
け
る
、
タ
バ
コ
の
火
を
押
し
つ
け
る
、

髪
を
引
っ
張
る
、
殴
る
ふ
り
を
し
て
脅
す
な
ど
。

■
精
神
的
暴
力

の
の
し
る
、
か
ら
か
う
、
無
視
す
る
、
交
友
関
係
や
外
出
を
制
限

し
た
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
壊
す
、「
別

れ
る
な
ら
自
殺
す
る
、
殺
す
」
と
言
葉
で
脅
す
な
ど
。

■
性
的
暴
力

セ
ッ
ク
ス
の
強
要
、
避
妊
に
協
力
し
な
い
、
見
た
く
な
い
ポ
ル
ノ

な
ど
を
見
せ
る
、
性
的
で
侮
辱
的
な
言
葉
を
言
う
な
ど
。

■
経
済
的
暴
力

「
誰
の
お
か
げ
で
食
べ
て
い
け
る
ん
だ
」
と
言
う
、
生
活
費
を
渡

さ
な
い
、
お
金
の
使
い
方
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
。

■
そ
の
他
の
暴
力

子
ど
も
に
暴
力
を
振
る
う
、「
子
ど
も
を
取
り
あ
げ
る
」
と
脅
す
、

使
用
人
の
よ
う
に
使
う
、
家
庭
内
の
重
要
な
こ
と
を
自
分
ひ
と
り

で
決
め
る
な
ど
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）っ
て
な
に
？

●Domestic Violence

●Domestic Violence

●Domestic Violence

Ｄ
Ｖ
を
理
解
す
る

た
め
に
Ｑ
＆
Ａ
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

―あなたの大切な人を暴力から守るために―

十
一
月
十
二
日
（
水
）
〜

二
十
五
日
（
火
）
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で
。

暴
力
を
振
る
わ
れ

る
方
に
問
題
が
あ
る

の
で
は
？

暴
力
を
振
る
う
人
は
「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

か
ら
だ
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
あ
げ
ま

す
が
、
責
任
は
暴
力
を
振
る
う
側
に
あ
り
、
ど

ん
な
理
由
で
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
被
害
を
受
け
た
方
が
「
私
の
方
が
悪
い
の

で
は
」
と
思
い
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
被
害
者
は
逃

げ
な
い
の
で
す
か
？

暴
力
を
受
け
続
け
て
い
る
と
、
身
も
心
も
傷
つ

き
逃
げ
る
気
力
も
体
力
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
被
害
者
が
そ
の
状
況
か
ら
逃
げ
出

そ
う
と
し
て
も
、
経
済
的
な
こ
と
や
、
親
・
子

ど
も
等
親
族
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
を
考
え
た

り
、
見
つ
か
っ
て
連
れ
戻
さ
れ
た
時
に
も
っ
と

ひ
ど
い
目
に
あ
う
の
で
は
と
考
え
る
と
、
逃
げ

る
き
っ
か
け
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

暴
力
を
振
る
う
人

は
特
別
な
人
で
し
ょ

う
か
？

加
害
者
に
特
別
な
タ
イ
プ
と
い
う
の
は
な
く
、

年
齢
・
学
歴
・
職
業
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と

が
い
ろ
い
ろ
な
調
査
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
外

で
は
温
和
で
愛
想
が
良
く
「
え
っ
？
あ
ん
な
や

さ
し
そ
う
な
人
が
…
」
と
い
う
人
が
加
害
者
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
た
め
に

我
慢
し
た
ほ
う
が
よ

い
の
で
は
？

母
親
が
父
親
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
い
う

状
況
で
は
、
子
ど
も
は
混
乱
と
不
安
に
陥
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
児
童
虐
待
に
当
た
り
、
子
ど
も

の
心
身
の
発
達
、
成
育
過
程
に
大
き
な
影
を
落

と
し
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
被
害
者
の
基
本
的
人
権
を

侵
す
暴
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
我
慢
す
る
必

要
は
な
い
の
で
す
。

■
住
宅
の
確
保

公
営
住
宅
に
関
す
る
情
報
提
供

■
援
護

生
活
保
護
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す

る
情
報
提
供

引
き
離
し
て
ほ
し
い

■
保
護
命
令

裁
判
所
に
申
し
立
て
る
と
、加
害
者
に
対
し
、

保
護
命
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

※
さ
ら
な
る
暴
力
に
よ
り
、
生
命
ま
た
は
身

体
に
重
大
な
危
害
を
受
け
る
恐
れ
が
大
き

い
と
き
に
限
り
ま
す
。

■
接
近
禁
止
命
令

加
害
者
が
被
害
者
の
身
辺
に
つ
き
ま
と
っ
た

り
、
被
害
者
の
住
居
、
勤
務
先
等
の
付
近
を

徘
徊
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。
期
間
は
六

ヵ
月
。
同
居
す
る
未
成
年
の
子
、
親
族
等
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

■
電
話
等
禁
止
命
令

接
近
禁
止
命
令
と
あ
わ
せ
て
、
被
害
者
へ
の

電
話
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。

■
退
去
命
令

加
害
者
に
家
か
ら
出
て
行
く
よ
う
に
と
い
う

命
令
で
す
。
期
間
は
二
ヵ
月
。

私
た
ち
が
被
害
者
に
対
し
て
無
理
解
で
あ
っ
た
り
、
誤

っ
た
思
い
込
み
を
持
っ
た
り
す
る
と
、
被
害
者
を
孤

独
に
追
い
や
り
、
傷
つ
け
る
な
ど
の
二
次
的
被
害
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
被
害
者
の
置
か
れ
て
い
る
深
刻
な
事
態

や
、
被
害
者
が
持
つ
恐
怖
や
不
安
な
ど
、
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
命
令
に
違
反
す
れ
ば
、
一

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

相
談
し
た
い
（
相
談
窓
口
）

■
京
都
府
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
５
（
４
４
１
）
７
５
９
０

■
京
都
府
警
察
総
合
相
談
室
（
京
都
府
警
察
本
部
）

1
０
７
５
（
４
１
４
）
０
１
１
０

■
宮
津
警
察
署
相
談
室

1
（
２
５
）
０
１
１
０

■
京
都
府
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ら
ら
京
都

1
０
７
５
（
６
９
２
）
３
２
２
８

■
丹
後
保
健
所
福
祉
室

1
０
７
７
２
（
６
２
）
４
３
０
２

■
与
謝
野
町
役
場
福
祉
課1

（
４
３
）
１
５
１
３

逃
れ
た
い
（
一
時
保
護
・
自
立
支
援
）

京
都
府
婦
人
相
談
所
で
は
、
各
種
相
談
業
務

を
行
う
と
と
も
に
、
被
害
者
の
「
一
時
保
護
業

務
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
、

し
ば
ら
く
安
全
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
京
都
府
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
「
自
立
支
援
」
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
就
業
の
促
進

職
業
紹
介
、
職
業
訓
練
等
に
関
す
る
情
報
提

供
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脳
は
一
つ
の
大
き
な
か
た
ま
り
で
は
な

く
、
大
脳
・
小
脳
・
脳
幹
と
よ
ば
れ
る
い

く
つ
か
の
異
な
っ
た
働
き
を
持
つ
部
分
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
大
脳
と
い
う
と
こ
ろ
に
前
頭

前
野
と
よ
ば
れ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
部
分
は
、
額
の
ち
ょ
う
ど
裏
側
に
あ
り
、

人
間
の
大
脳
の
約
30
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
働
き
は
、
思
考
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
記
憶
・
自
制
力
等
に
関
係
し
、
ま

た
、
司
令
塔
と
も
い
わ
れ
、
脳
全
体
の
働

き
に
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

脳
の
働
き
は
青
年
期
を
過
ぎ
る
と
加
齢

と
と
も
に
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
体
力
や
筋
力
が
低
下
す
る
の
と
同

様
で
す
。

し
か
し
、
体
力
や
筋
力
は
運
動
習
慣
に

よ
り
低
下
の
予
防
も
し
く
は
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
体
力
や
筋

力
は
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
脳
の
働

き
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
鍛
え
る
こ
と
で

そ
の
働
き
が
低
下
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
脳
を
鍛
え
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ポ
イ
ン
ト
は
「
集
中
し
て
行
う
」「
不
慣

れ
な
こ
と
を
す
る
」
で
す
。
例
え
ば
、
左

手
が
右
手
に
勝
つ
よ
う
に
一
人
で
じ
ゃ
ん

け
ん
を
し
た
り
、
食
事
の
時
い
つ
も
よ
り

多
く
噛
ん
だ
り
、
利
き
手
と
反
対
の
手
を

使
い
歯
磨
き
を
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
脳
が
刺
激
を
受
け
、
活

性
化
し
ま
す
。
計
算
を
で
き
る
だ
け
速
く

解
く
、
声
を
出
し
て
文
章
を
読
む
、
と
い

っ
た
特
別
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
な
く
て
も
、

毎
日
の
生
活
の

中
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
方
法
は

隠
れ
て
い
ま
す
。

脳
を
鍛
え
る
と
い
う
と
知
的
な
働
き
に

注
目
さ
れ
ま
す
が
、
脳
に
は
思
考
に
か
か

わ
る
働
き
だ
け
で
は
な
く
、
感
覚
や
運
動

に
か
か
わ
る
働
き
を
す
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
運
動
機
能
を
鍛
え
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
し
っ
か
り
と
脳

に
栄
養
が
行
き
届
く
よ
う
な
食
生
活
も
必

要
で
す
。

「
食
事
に
気
を
つ
け
る
」「
運
動
す
る
」

「
刺
激
を
受
け
る
」。
ま
ず
は
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
健
康
な
脳
づ
く
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

最
近
、
言
い
た
い
言
葉
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
、
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
た

と
心
配
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
近
年
、
脳
を
鍛
え
る
こ
と
で
こ

う
い
っ
た
症
状
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
脳
の
働

き
と
そ
の
健
康
を
保
つ
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

健やか広場　ss 脳を健康に保ちましょう がんばってます！消防団 編集●岩滝方面隊

平成20年度全国統一防火標語「火の始末 君がしなくて 誰がする」

秋の全国火災予防運動実施中
11月９日（日）から11月15日（土）まで、全国一斉に秋の全国火災予防運動を実施しています。

秋も深まり火を使われる機会が多くなってきました。私たち一人ひとりが火災予防の知識を持

ち、それを実践することで火災発生の防止に努めましょう。

消防団員による防火訪問、消防車両に

よる防火広報、夜間警戒を実施するほ

か、防災行政無線や音声告知放送によ

る広報なども実施します。

脳
の
働
き
に
つ
い
て

与謝野町消防団では火災予防週間にこんな取り組みを実施します

昨
年
の
防
火
パ
レ
ー
ド
の
様
子

団
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
防
火
を
呼
び
か
け
ま
す

防火
広報

消防車両による防火パレードを11月9

日、与謝野町内全域において実施し、

広く町民の皆さんに防火を呼びかけま

す。

防火
パレード

火
事だで！」いつも

ドキッとする瞬

間。消防活動で一

番に考えることは火事を迅速

安全に消すこと。訓練が大切

なのはもちろんのこと、団員

みんなのチームワークがあっ

てこそ消火活動ができると思

っています。

私も班長になり、責任ある

立場になって重圧を感じると

同時に、家族や町を守る使命

感も感じます。

近年は自営業ではなく会社

勤めや町外に勤務する団員が

多くなり（グラフ参照）、消

防団活動がしづらくなってき

ています。また、新人の勧誘

も難しくなっています。この

ことは地域住民も含め、みん

なで考える必要があると思い

ます。

新コーナー「団員に聞け！」では現役団員の声や思いを紹介します。

今後は不定期で掲載する予定です。

岩滝第３分団

高
たか

岡
おか

重
しげ

隆
たか

班長

団員に 
聞け ！ 

被雇用者が 
占める割合 

町外勤務者が 
占める割合 

被雇用者　被雇用者 77.277.2％％ 

自営業者等自営業者等 
22.822.8％％ 

町内町内 
6262％％ 

町外町外 
3838％％ 

被雇用者　77.2％ 

自営業者等 
22.8％ 

町内 
62％ 

町外 
38％ 

消防団員データ
（総務課調べ）

脳
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

脳
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う

健
康
な
脳
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
し
ま
し
ょ
う

かんた ん  に 
ＡとＢの絵には違いが10ヵ所あります。さあみんなで探してみましょう！ 

脳ト脳ト レレ チャレンジチャレンジ ！！ 脳ト レ チャレンジ ！ 
見つけられ

るかな？ 

A B

【答え】①魔法使いの帽子の飾りの形　②魔法使いの帽子の形　③魔法使いの服の胸のあき　④魔法 
使いのほうきの先の模様　⑤山から出ている顔　⑥左の人の頭の形　⑦左の人の腹の出かた　⑧左 
の人の持っている物　⑨真ん中の人の持っている物　⑩右の人の上着のそでの長さ 
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British Times［第2回 日本の食文化］ 国際交流員 Lok Yin's コラム

時の贈り物 ［第31回 施
せ

薬
やく

寺
じ

の薬師如来立像］ まちの文化財

薬
寺
の
本
堂
は
境
内
の
や
や

奥
手
の
階
段
を
上
が
っ
た
小

高
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
堂
内
に
は

本
尊
の
薬
師
如
来
立
像
が
安
置
さ
れ
、

脇わ
き

侍じ

と
し
て
日
光
菩
薩
像
と
月
光
菩

薩
像
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
十
二
神
将

像
が
加
わ
り
ま
す
。
薬
師
如
来
に
は

日
光
・
月
光
の
両
菩
薩
と
十
二
神
将

が
セ
ッ
ト
に
な
る
場
合
が
多
く
、
施

薬
寺
の
薬
師
如
来
像
は
そ
の
典
型
例

と
言
え
ま
す
。

こ
の
施
薬
寺
の
薬
師
如
来
像
は
一い

ち

木
造

ぼ
く
づ
く
り

で
、
厳
し
い
表
情
・
や
や
肩
を

い
か
ら
せ
た
姿
勢
な
ど
に
平
安
時
代

前
期
の
作
風
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
衣え

文も
ん

表
現
や
彩
色
な
ど
に
は
後
世
の
特

徴
が
み
ら
れ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
室
町

時
代
に
制
作
さ
れ
た
仏
像
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

薬
師
如
来
は
そ
の
名
の
と
お
り

「
無
明
の
病
を
直
す
法
薬
を
与
え
る

医
薬
の
仏
」
で
す
が
、
奈
良
・
平
安

時
代
に
は
「
敵
に
立
ち
向
か
う
力
強

い
仏
」
と
し
て
も
信
仰
を
集
め
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
戦
い
の
仏
」
と

し
て
の
薬
師
如
来
は
「
大
江
山
の
鬼

退
治
伝
説
」
中
で
登
場
す
る
七
仏
薬

師
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

こ
の
伝
説
の
概
要
は
、
当
地
で
悪

行
を
し
て
、
民
を
悩
ま
せ
て
い
た
英え

い

胡こ

・
迦か

楼る

夜や

叉し
ゃ

・
土つ

ち

熊ぐ
ま

な
ど
三
鬼
ら

を
麻ま

呂ろ

子こ

親
王
（
用
明
天
皇
の
皇
子

で
聖
徳
太
子
の
異
母
弟
）
が
討
伐
す

る
物
語
で
す
。
話
の
中
で
、
麻
呂
子

親
王
は
戦
勝
祈
願
の
た
め
に
七
体
の

薬
師
如
来
像
を
彫
っ
た
と
さ
れ
、
そ

の
う
ち
の
一
体
が
施
薬
寺
の
薬
師
如

来
立
像
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

施

図書館へ行こう！ BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087

●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）

図書館おはなし会

＜本館「クリスマスおはなし会」＞

12月６日（土）※要申し込み

①午後１時30分～（対象：園児）

②午後３時～（対象：小学生以上）

＜加悦分室＞

12月13日（土）午後３時～

＜野田川分室「クリスマスおはなし会」＞

12月20日（土）午後２時～中央公民館

ブックトーク講習会～子どもの本の世界をもっと広げるために～

いろいろな種類の本を楽しいお話とともに紹介する「ブックトーク」。

今回はその方法について実演を交えて講習します。

●日時／11月29日（土）午後１時30分～

●場所／生涯学習センター知遊館

●講師／北畑博子氏

●申込方法／11月26日（水）までに、電話で図書館へ申し込んでください。

●募集人数／30人程度

●主催／与謝野町読み語り推進活動実行委員会

さんはどのような「文化の日」を過ごしましたか。

また、皆さんにとって「文化」とは何でしょうか。

中でも一番興味を持つ分野は何でしょうか。このことを

私がもし聞かれたならば、私はためらわずに「食文化」

と答えます。「生きるために食べる」のではなく「食べる

ために生きる」は、私のひそかなモットーです。

日本に住むのは初めてではないのですが、今も日本の

食文化は不思議だと思うことがいくつ

もあります。特に、学校給食とお弁当

のことです。イギリスでもお昼にお弁

当を食べる会社員や子どもが少なくあ

りませんが、食べる物は全然違います。

日本人は子どもの時から母親の手作り

弁当で育てられますから、お弁当を家

族や愛情と結び付けて考えると思いま

す。その上、手作りのものも、市販されているものも、

見た目に美しいし、肉や魚、野菜などの多くの品を味わ

えます。

ところが、イギリスでは専業主婦が少なくて、朝の時

間がありませんし、子どもも自分の分を作るのが珍しく

ないため、ほとんどのお弁当はサンドイッチまたはベー

グルとチョコレート、ポテトチップスと果物です。サン

ドイッチの詰め物はたいてい肉や魚ですから、昼食で野

菜を全然食べない人もいます。食事については日本ほど厳

しくしつけをしないので偏食する人が少なくありません。

与謝野町に来る前にも、本で日本の学校給食について

読みましたが、それにも関わらず本物を見るとびっくり

しました。当番の生徒たちがエプロンをかけ、三角巾と

マスクをつけて給食を運び、皆に配膳し、食べ終わった

ら食器類を返すなんて、イギリスの子

どもたちは想像もできないでしょう。

イギリスでは学校給食係の人が（風

邪をひいた人も）マスクを使う習慣が

ないものですから、マスクを見ると重

い病気を連想するかもしれません。ま

た、給食を食べるのは教室ではなく食

堂で食べるのが普通ですし、学校のメ

ニューには主菜２つ以上（その１つは菜食料理）があっ

て、好きなものが選べます。そして、自分の昼食は自分

で取って、熱い物だけは給食係が配膳してくれます。

皆さんにとってお弁当や給食は当たり前のことかもし

れませんが、私には非常に興味深いことです。国によっ

て食習慣は違います。私は日本にいる間にこの国の食文

化をたっぷり味わいたいと思っています。

皆 今月のオススメの一冊

江陽中学校２年生が図書館の仕事にチャレンジ

幸いなるかな本を読む人 詩集
長田弘／毎日新聞社

梶井基次郎の『檸檬』から『檸

檬をもっていた老人』など、国内

外の25冊の作品から生み出された

同じ数の詩を集めたものです。読

んだことのある本についてはもう

一度、未読のものは読む前から想

像が膨らむ本です。読書の秋、ぜひゆったりと言葉の世界

に浸っていただきたい一冊です。

一般書

きがきじゃない
アントワネット・ポーティス（作）

中川ひろたか（訳）／光村教育図書

タイトルからして不思議な本

ですが、中身も不思議。表紙に

ある絵はどうみえますか。「木

の枝をもったブタ？」。いえい

え、そうではありません。「あれっ!?」と大変身、どう変

わるかはページをめくってのお楽しみ。家族や友だちみ

んなでほかにどう変身できるか考えてみてください。

児童書

新
着
図
書
の
紹
介

【一般書】●『かならず成功する読みきかせの本』赤木かん子／自由国民社　●『続ける力』伊藤真／幻冬舎　●『「天地

人」を歩く』火坂雅志／祥伝社　●『男前猫』新美敬子／河出書房新社　●『遊行の門』五木寛之／徳間書店　●『折

り・たたみ方手帖』パッチワーク通信社　●『美女いくさ』諸田玲子／中央公論新社　●『コンダクター』神永学／角

川書店　●『人生の贈り物』アレックス・ロビラ／ポプラ社

【児童書】●『虐待を受けた犬・ベティ』今西乃子／佼成出版社　●『マザー・テレサへの旅』寮美千子／学研　●『秋

ものがたり』野上暁／偕成社　●『魔女スピカからの手紙（なんでも魔女商会）』あんびるやすこ／岩崎書店　●『16歳。

死ぬ前にしてみたいこと』ジョニー・ダウンハム／ＰＨＰ研究所　●『フェアリーショッピング』サリー・ガードナー／

講談社　●『おこる』中川ひろたか（作）長谷川義文（絵）金の星社

江陽中学校２年生の４人の生徒が９月30日から10月２日まで

の３日間、職場体験学習として本館でカウンター業務をはじめ、

図書の受入作業、新聞や雑誌の整理などの仕事を体験しました。

本が大好きだという４人は、書庫での作業などいつもは目にしな

い図書館の仕事にもとても熱心に取り組み、終了時には「もっと

図書館で仕事がしたい」と感想を話してくれました。

最終日には、「おもしろい、みんなに読んで欲しい」と思う本

を集めて、おすすめコメントとともに本棚へ並べてもらいました。

11月26日まで、本館で「中学生のおすすめ本」として紹介して

いますので、ぜひ皆さんご覧ください。

本のカバーフィルム
かけに悪戦苦闘

初めて食べた学校給食

中学生のコメント付
きのおすすめ本をぜ
ひご覧ください

木造薬師如来立像

●指定区分

与謝野町指定文化財（彫刻）

●制作年代

室町時代

●規模

像高39.8cm

●指定日

昭和57年６月10日



子どもの発達シリーズ ③ 意欲的な子どもを育てるために
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Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
強
い
こ
だ
わ
り

が
あ
り
、
一
度
関
係
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、
な
か
な
か
指
示
が

入
り
に
く
い
、
人
と
う
ま
く
関
わ
れ

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
一

年
生
に
入
学
す
る
に
あ
た
り
、
Ａ
ち

ゃ
ん
に
特
別
な
支
援
が
必
要
だ
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
入
学
前

に
保
育
所
と
学
校
で
連
携
し
、
支
援

策
を
探
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
ま
し

た
。ま

ず
、
保
育
所
の
担
任
に
関
わ
り

方
に
つ
い
て
詳
し
く
伺
い
、
小
学
校

へ
と
引
き
継
ぐ
こ
と
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
学
校
で
は
、
ど
う
し
た
ら
Ａ

ち
ゃ
ん
の
良
さ
を
生
か
し
、
い
き
い

き
と
学
校
生
活
を
送
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
を
考
え
、
Ａ
ち
ゃ
ん
に
あ

っ
た
指
導
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
指

導
計
画
の
目
標
を
「
担
任
を
中
心
に

し
な
が
ら
、
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
を

豊
か
に
す
る
」
と
し
、
全
職
員
で
理

解
し
ま
し
た
。
担
任
は
一
学
期
が
始

ま
る
と
同
時
に
、
指
導
計
画
に
沿
っ

た
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
人
と
う
ま
く
関
わ
る
力
を

高
め
る
た
め
、
行
事
な
ど
は
事
前
に

取
り
組
む
内
容
を
知
ら
せ
た
り
、
う

ま
く
い
か
な
い
と
き
に
は
良
い
行
動

の
取
り
方
を
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま

し
た
。そ
の
こ
と
に
よ
り
、Ａ
ち
ゃ
ん

も
自
分
か
ら
進
ん
で
友
だ
ち
と
関
わ

っ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
君
は
学
習
に
つ
い
て
理
解
す

る
力
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、

う
ま
く
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
し
た
。学
校
生
活
の
中
で
、み
ん
な

と
協
力
し
て
学
習
す
る
時
に
は
、
仲

間
に
入
れ
な
い
と
い
う
姿
も
あ
り
ま

し
た
。家
庭
と
学
校
、相
談
機
関
等
で

話
し
合
い
、支
援
策
を
考
え
ま
し
た
。

Ｂ
君
の
場
合
、
多
く
の
知
識
は
持

っ
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
合
わ
せ
て

話
す
こ
と
が
苦
手
で
す
。
目
で
見
た

こ
と
を
正
確
に
捉
え
る
力
が
あ
る
の

で
、
担
任
は
言
葉
と
と
も
に
文
字
や

絵
な
ど
を
添
え
て
指
示
を
し
て
、
学

習
の
見
通
し
を
持
た
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
言
葉
に
よ
る
指
示
で
行
動
し

た
り
、
み

ん
な
と
一

緒
に
で
き

た
り
し
た

と
き
は
褒
め
て
い
く
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

何
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
か
が

分
か
る
こ
と
で
、
「
自
分
で
も
で
き

る
。
自
分
も
み
ん
な
と
一
緒
に
や
れ

た
」
と
い
う
経
験
を
少
し
ず
つ
積
み

重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

担
任
の
先
生
と
の
つ
な
が
り
や
信
頼

を
深
く
し
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
が
増
え
る
と
と
も
に
、
学
習

に
つ
い
て
も
で
き
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
校
で
は
、
児
童
生

徒
が
持
っ
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、

少
し
で
も
課
題
解
決
が
で
き
る
よ
う

に
計
画
的
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
持
つ
よ
さ
を
生

か
し
、
一
人
一
人
の
課
題
を
解
決
し

よ
う
と
す
る
特
別
支
援
教
育
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
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こ
ち
ら
与
謝
野
町
就
学
指
導
委
員
会
第
三
回

今
回
は
小
学
校
の
低
学
年
の
子
ど
も

の
様
子
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
知
っ
た
こ
と
や
体
験

し
た
こ
と
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
力
や
、「
嫌
い
だ
け
ど
、
ぼ
く
が

ん
ば
っ
て
み
る
」
と
い
う
困
難
に
立
ち

向
か
う
力
が
芽
生
え
ま
す
。
子
ど
も
の

発
達
を
知
っ
て
、
接
す
る
ゆ
と
り
を
持

っ
て
関
わ
り
、
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
知
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
力

学
校
や
友
だ
ち
の
こ
と
を
、
大
好
き

な
人
に
知
ら
せ
た
く
て
「
え
ー
と
な
、

う
ー
と
な
」
と
話
し
ま
す
。
し
っ
か
り

聞
い
て
や
る
と
、
安
心
し
意
欲
が
高
ま

り
順
序
よ
く
話
す
力
も
芽
生
え
ま
す
。

「
う
る
さ
い
わ
ね
、
も
う
！
」「
ま
た
後

で
！
」
と
言
わ
ず
、
向
き
合
っ
て
聞
く

こ
と
が
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
見
通
し
を
持
ち
、
予
測
す
る
」
力

主
張
ば
か
り
で
待
て
な
か
っ
た
子
ど

も
が
、
ル
ー
ル
や
決
ま
り
を
守
り
、「
じ

ゃ
ん
け
ん
」
や
「
役
割
あ
そ
び
」
も
で

き
始
め
ま
す
。「
こ
の
後
は
、
ぼ
く
の
番

だ
！
」
と
見
通
し
や
予
測
が
で
き
「
け

れ
ど
も
〜
す
る
」
の
力
が
育
ち
ま
す
。

ブ
ラ
ン
コ
の
順
番
が
代
わ
れ
た
り
、
競

争
に
負
け
て
も
我
慢
す
る
力
が
つ
き
ま

す
。
褒
め
る
と
、
さ
ら
に
意
欲
が
ふ
く

ら
み
ま
す
。

「
思
い
を
表
現
し
、や
り
き
る
」
意
志
と
力

や
さ
し
い
良
い
子
だ
っ
た
の
に
、
悪

い
子
の
ま
ね
を
し
て
い
る
の
か
、
行
動

も
話
も
乱
暴
で「
わ
か
っ
と
る
わ
や
〜
」

「
お
ま
え
」「
自
分
で
す
る
っ
ち
ゃ
」
と

言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
自
己
主
張
が
多

く
な
り
ま
す
。

言
わ
れ
て
す
る
の
で
は
な
く
自
分
で

決
め
た
こ
と
を
や
り
き
ろ
う
と
す
る
時

期
で
す
。
ブ
ラ
ン
コ
や
一
輪
車
な
ど
、

同
じ
事
を
朝
か
ら
晩
ま
で
何
日
間
も
や

り
続
け
ま
す
。
こ
の
時
期
に
、
や
り
き

る
力
や
仲
間
と
関
わ
る
力
、
探
求
す
る

心
や
力
が
身
に
付
き
、
伸
び
ま
す
。

「
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
」
は
親
の
仕
事

生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
付
け
る
の
は
親

の
仕
事
で
す
。あ
い
さ
つ
や
起
床
・
就
寝

の
時
刻
、
着
替
え
、
排
便
、
歯
磨
き
な
ど
、

「
今
何
を
す
る
と
き
な
の
か
」
を
、
て
い

ね
い
に
、
的
確
に
教
え
る
時
期
で
す
。

「
何
で
」
「
い
や
」
等
の
疑
問
や
不

満
は
出
し
ま
す
が
、
か
た
ち
で
は
な
く

愛い
と

お
し
さ
を
全
面
に
一
緒
に
や
る
と
、

土
が
水
を
吸
い
込
む
が
如
く
身
に
付
き

ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
こ
と
ば
の
活
動
の
意

味
を
い
っ
ぱ
い
吸
収
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
が
ん
ば
り
と

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
育
ち
ま

す
。「
学
び
た
い
」「
友
だ
ち
と
遊
び
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
膨
ら
み
、
社
会

性
や
や
る
気
が
芽
生
え
ま
す
。
他
の
児

童
と
の
違
い
や
そ
の
子
の
持
ち
味
や
良

さ
を
伸
ば
す
、
と
て
も
大
切
な
時
期
な

の
で
す
。

特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み

今
回
は
実
際
に
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
Ａ
ち
ゃ
ん
と
Ｂ
く
ん
の
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

民生委員･児童委員は
身近な相談相手です

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委

員だよりを通して民生委員・児童委員の活動を

紹介します。今回は各支部で実施した活動を紹

介します。

民 生 児 童 委 員 だ よ り

岩滝支部は、６月に岩滝小学校、７月に橋立中学校との懇談会に参加しました。岩滝小では元気一杯の児童

の歌声や熱心な習字の稽古風景を、橋立中では和気あいあいとしたホームルームなどを授業参観。その後、

子どもたちがどのような状況に置かれているのか、学校生活を中心に説明を受け、配慮すべき児童・生徒につい

ては、担当地区の委員と先生で個別に懇談を持ち、その現状について把握し認識することができました。

子どもや家庭を巡る問題が複雑・多様化・深刻化する中、今後も子どもたちをより良い方向へ導くために、学

校をはじめ地域のネットワークと連携を取り、誠意を持って必要に応じた見守り・支援を行うよう心掛けます。

お困りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。

野田川支部では７月、グループに分かれて町内の７施設を見学

しました。各施設とも、職員さんには親切に対応していただ

き気持ち良く見学できました。入所者・デイサービスを利用されて

いる方にも親切に接しておられ、好感が持て安心しました。「将来

自分も入所したい、利用したいと思える施設でありたい」と職員さ

んはがんばっておられました。

施設内は美しく清掃され、設備も障害のある方にも使用しやすく

設計されていました。そんな環境の中、できることは自分でする、

手伝えることは進んでする等、自立も考えられており、これは必要

なことでもあり、良いことだと思いました。現在は待機者も多く、すぐに入所することは無理

なので、できるだけ自分自身で気をつけることが大切だと痛感しました。

皆さんの一番の関心事は費用の面だと思います。利用料は原則１割の自己負担ですが（食費、

居住費は全額自己負担）、介護度等に応じて変わりますので、まず施設にご相談してください。

加悦支部では、良く晴れてとても暑かった８月20日、与謝・桑

飼小学校区の学童保育に通う子どもたちと、その校区担当の

民生児童委員とで、滝の親水公園に川遊びに出掛けました。

牛乳パックやペットボトルを半分に切って紐をつけた容器を準備

し、水着姿で楽しみに待っていてくれました。子どもたちといっし

ょに川に入ると、冷んやりとしてとても気持ちが良く、子どもの頃

ザリガニ釣りをしたことなどを思い出します。網でメダカなどをす

くいました。「貝がおった」と見せてくれたのは小さい小さいシジ

ミでした。「川ニナやシジミはきれいな水が好きなんだで」「これは

ゴニュウ、壁をツツツと登るで」と話が弾みます。

子どもたちが川遊びを１時間もするかなと心配していましたが、いつまでも飽きずに遊んでいて名残惜しそう

でした。すくった魚などを持って帰りたいと言う子には、自然の中で暮らしているものを飼ったり育てたりする

のはなかなか難しいけれど、メダカの餌が売ってあること、飼えなくなったら近くの川に返してやってほしいこ

とを話しました。子どもたちと仲良くふれ合うことができて楽しい半日でした。

小･中学校

先生との

懇談

授業を参観
する民生児
童委員

町内の

介護施設を

見学して

スタッフの説明
に耳を傾ける民
生児童委員

学童保育を

訪問して

川ニナなどを網ですくい川遊びをする子どもたち



お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み（

敬
称
略
）

こ
の
欄
で
紹
介
す
る
出
生
と
お
悔

や
み
は
、
９
月
16
日
か
ら
10
月
15

日
ま
で
の
届
け
出
分
で
す
。
役
場

窓
口
で
届
出
の
際
に
希
望
さ
れ
た

方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

入札日 工事番号 工事 名 工事 概要 工事場所 業者数 落札業者名 予定価格 
（千円/税抜） 

最低制限価格 
（千円/税抜） 

落札金額 
（千円/税抜） 

落札率 
（％） 

工事期間 

9/12 20与特下第13号 加悦地区面整備③工事 
開削 工・ 人孔設 置 ・ 
公共汚水桝設置 

加悦 11者 
カヤマ建設工業 
㈱ 

11,133 8,806 8,806 79.1 
H20/9/26 
～H21/1/21 

9/12 20与特下第14号 上山田地区面整備④工事 
開削 工・ 人孔設 置 ・ 
公共汚水桝設置 

上山田 11者 
㈱山添電気岩滝 
支店 

9,789 7,720 7,720 78.8 
H20/9/24 
～H21/1/30 

9/12 20与商観工第3号 ツ バキ公園園路整備工事 
転落 防 止柵設置 工 ・ 石 
積 工 ・ 排水 工 ・ その他 

三河内 ４者 安東組 3,220 2,513 2,890 89.7 
H20/9/23 

～12/25 

9/12 20与分宅第1号 
大道分譲宅地造成工 事 （そ 
の２） 

盛土 工・ 側溝 工・ 給 
水工 

三河内 ４者 江笠建材㈱ 3,136 2,481 2,800 89.2 
H20/9/26 

～12/26 

9/12 20与道橋新工第12 号 上鉢屋敷線道路改良工事 
擁壁 工・ 側溝 工 ・ 台 付 
管設置 工 ・ 桝設置工 

弓木 ４者 足立石油㈱ 1,687 1,339 1,550 91.8 
H20/9/20 

～10/31 

9/12 20与住環廃工第1号 
与謝野町資源ごみストッ 
クヤード舗装工事 

舗装 工・ 側溝工 明石 ４者 ㈱田中工務店 8,535 6,734 6,734 78.9 
H20/9/26 

～11/28 

9/12 20与林第6号 林道下谷線舗装工事 
舗装  工・ 区画線  工 ・ 
アスカ ー ブ工 

男山 ４者 金下建設㈱ 12,057 9,499 9,499 78.7 
H20/9/22 

～10/31 

9/12 20与水改第6号 
三河内簡易水道取水施設 
新 設 （電気計装設備 ） 工事 

電気計装設備 工 ・ 取 水 
ポンプ設備 工 ・ その他 

三河内 ４者 桐田機工㈱ 27,775 23,608 23,608 85.0 
H20/9/25 
～H21/3/25 

政 News & Information行政 News & Information行

15 14広報よさの NOVEMBER  2008

平成20年９月末現在

人　口 25,116人 （－40）

男 11,850人 （－09）

女 13,266人 （－31）

世帯数 9,028戸 （＋07）

まちのうごき

●
繊
維
素
材
商
談
会
に

与
謝
野
町
か
ら
九
社
が
出
展

丹
後
の
二
市
二
町
、
京
都
府
、
織

物
業
界
と
商
工
団
体
等
で
構
成
す
る

丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
催

委
員
会
で
は
、
販
路
開
拓
事
業
の
取

り
組
み
と
し
て
、
十
月
十
五
日
か
ら

十
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
東
京
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト
（
国
際
展
示
場
）
で
開
催

さ
れ
た
国
内
最
大
の
繊
維
総
合
見
本

市
「
Ｊ
Ｆ
Ｗ
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
」
に
丹
後
産
地
の
出
展
ブ
ロ
ッ

ク
を
確
保
し
、
産
地
の
Ｐ
Ｒ
と
商
談

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ア
パ
レ
ル
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
流
通

業
者
等
に
、
産
地
や
製
造
業
者
の
高

度
な
技
術
力
と
商
品
力
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
個
別
商
談
に
よ
り
新
た

な
需
要
開
拓
を
目
指
す
目
的
で
、
与

謝
野
町
か
ら
九
社
（
丹
後
全
体
で
十

六
社
）
の
出
展
が
あ
り
、
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
産
官
学
連
携
事
業
も

進
め
て
い
ま
す

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
担
う
若
い

人
た
ち
に
、
丹
後
産
地
や
生
産
さ
れ

て
い
る
す
ば
ら
し
い
織
物
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
、
丹

後
織
物
の
活
用
、
産
地
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
目
的
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

関
連
学
科
を
設
け
る
学
校
と
の
作
品

制
作
や
産
地
見
学
等
の
交
流
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
関
西
地
区
の
九
校
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
作
品

制
作
（
丹
後
産
地
素
材
を
活
用
）
と

産
地
訪
問
視
察
の
受
け
入
れ
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
十
月
末
ま
で
に

三
校
が
丹
後
織
物
工
業
組
合
の
精
練

工
場
や
織
物
工
場
の
見
学
な
ど
を
行

い
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

丹後産地の織物の魅力を多方面にＰＲしています
商工観光課1 46-3269問丹後ファッションウィーク事業

国民健康保険からのお知らせ
保健課1 43-1514問高額療養費について

………………………………………………………………………………… 総務課1 46-3003問月入札結果9

右／出展ブース入り口に設置されたテー
マサイン　上／コンセプトゾーンにはイ
ンデックス（生地見本）を展示

丹後織物工業組合精
練工場を訪問し生地
の説明を受ける学生

高
額
療
養
費
は
、
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
に
加
入
す
る
人

が
、
一
ヵ
月
間
に
支
払
っ
た
医

療
費
が
高
額
と
な
り
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
る
場
合
、
超
え

た
分
を
国
保
か
ら
支
給
す
る
制

度
で
す
。

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
は
、

七
十
歳
未
満
の
方
に
も
高
額
療

養
費
の
現
物
給
付
化
が
さ
れ
て

お
り
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を

提
示
す
れ
ば
一
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

※
平
成
二
十
年
十
一
月
現
在
の

制
度
内
容
で
す
。
今
後
変
更

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
役
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
（
保
険
税
に
滞
納

が
あ
る
世
帯
に
は
交
付
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
下
表

「
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

七
十
歳
以
上
で
高
齢
受
給
者

証
を
交
付
さ
れ
た
方
が
入
院
さ

れ
る
場
合
、
三
割
負
担
の
方
は

「
現
役
並
み
所
得
者
」、
一
割
負

担
の
方
は
「
一
般
」
の
負
担
区

分
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

割
負
担
の
方
で
町
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
低
所
得
Ⅱ
、
低
所

得
Ⅰ
の
負
担
区
分
を
適
用
す
る

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
高
額
療
養
費
の
申
請

一
ヵ
月
の
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
高

額
療
養
費
の
支
給
申
請
が
で
き

ま
す
。
例
と
し
て
は
次
の
よ
う

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
で
き
る
例
】

◎
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

を
受
け
な
か
っ
た
場
合

◎
交
付
を
受
け
て
い
る
が
同
じ

月
内
に
転
院
さ
れ
た
場
合

◎
七
十
歳
以
上
で
同
じ
月
内
に

入
院
と
外
来
が
あ
る
場
合

※
他
に
も
該
当
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

領
収
書
（
コ
ピ
ー
可
）
、
印

鑑
、
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

●
高
額
療
養
費
の
計
算
対
象

◎
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の

受
診
分
で
計
算
し
ま
す
。

◎
差
額
ベ
ッ
ト
代
や
入
院
時
の

食
事
代
な
ど
は
対
象
外
。

◎
保
険
診
療
以
外
の
診
療
は
対

象
外
。

◎
七
十
歳
未
満
の
場
合
、
一
医

療
機
関
で
の
同
月
内
の
負
担

分
が
概
ね
二
万
一
千
円
以
上

の
負
担
分
が
合
算
対
象
と
な

り
、
合
算
し
た
額
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
る
場
合
が

対
象
で
す
。

※
一
医
療
機
関
で
も
「
入
院
と

外
来
（
総
合
病
院
で
は
診
療

科
ご
と
）
」
「
医
科
と
歯
科
」

は
別
と
な
り
ま
す
。

●自己負担限度額の区分 

負担区分 自己負担限度額 

上位所得世帯 
(世帯の基礎控除後の総所得 金 
額が600万円を超 え る世帯) 

150,000円 

一般世帯 80,100円 

町民税非課税世帯 35,400円 

※過去１年間に同じ世帯で４回以上高額療養費に該 当 したとき 、 ４ 回 

目以降は自己負担限度額が減額されま す 。 

※福祉医療費受給者 証 （老人医療 ） を交付さ れ ている方は 、 福祉医 療 

制度 で高額医療に該当する場合がありま す 。 

負担区分 

自己負担限度額 

外来 
（個人単位） 

外来＋入院 
（世帯単位） 

現役並み所得者 
（３割負担の方） 

44,400円 80,100円 

一般 12,000円 44,400円 

低所得Ⅱ 
（町民税非課税世帯） 

8,000円 24,600円 

低所得Ⅰ 
(町民税非課税世 帯 

で世帯の所得が０円) 

8,000円 15,000円 

※現役 並 み所得者 で 、 外 来＋ 入 院 （ 世 帯単 位 ） 分 が 、 過去 １ 年間に 同 

じ世帯で４回以上高額療養費に該当したとき 、 ４回目以降は 自 己 負 

担限度額が減額されま す 。 

【70歳未満の方】 

【70歳以上の方（高齢受給者証をお持ちの方）】 

＋（総医療費－500,000円）×1％ 

＋（総医療費－267,000円）×1％ 

＋（総医療費－267,000円）×1％ 


